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吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な　

将
棋
の
駒
に

　

賭
け
た
命
を　

笑
わ
ば
笑
え

　

う
ま
れ
浪
花
の　

八
百
八
橋

　

月
も
知
っ
て
る　

お
い
ら
の
意
気
地

 

　
　
　
　

明
日
は
東
京
に　

出
て
ゆ
く
か
ら
は

　
　
　
　

な
に
が
な
ん
で
も　

勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ

　
　
　
　

空
に
灯
が
つ
く　

通
天
閣
に

　
　
　
　

お
れ
の
闘
志
が　

ま
た
燃
え
る

　

こ
れ
は
西
条
八

十
の
作
詞
、
船
村

徹
の
作
曲
に
よ
る

『
王
将
』
と
い
う

演
歌
の
歌
詞
で
あ

る
が
、
戦
後
を
代

表
す
る
演
歌
歌
手

の
村
田
英
雄
の
歌
唱
で
一
九
六
一
年
暮
れ
に
レ
コ
ー

ド
が
発
売
さ
れ
、
一
五
〇
万
枚
以
上
も
売
れ
た
ほ
ど

流
行
し
た
（
図
１
）。
内
容
は
明
治
時
代
か
ら
昭
和

時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
伝
説
の
棋
士
の
坂
田
三
吉

の
人
生
を
題
材
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
歌
詞
は
坂

田
三
吉
と
い
う
異
才
の
生
涯
を
見
事
に
要
約
し
て
い

る
。
こ
の
天
才
棋
士
を
今
回
は
紹
介
し
た
い
。

極
貧
の
草
履
職
人
の
家
庭
に
誕
生

　

大
阪
市
の
南
側
に
隣
接
す
る
堺
市
は
古
代
の
石
器

時
代
の
石
器
や
縄
文
時
代
の
土
器
が
出
土
す
る
歴
史

の
あ
る
地
域
で
あ
る
が
、
三
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か

け
て
の
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
仁
徳
天
皇
の
陵
墓
と

さ
れ
る
日
本
最
大
の
古
墳（
図
２
）を
は
じ
め
多
数
の

古
墳
が
造
営
さ
れ
る
な
ど
、
古
代
か
ら
繫
栄
し
て
い

た
地
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
一
世
紀
か
ら
一
六
世
紀

の
中
世
に
は
自
治
都
市
と
し
て
中
国
や
南
蛮
な
ど
と

の
交
易
の
拠
点
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
商
業
都
市

と
し
て
発
展
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
時
代
に
な
る
と
紡
績
産
業
や
煉
瓦

産
業
が
立
地
す
る

よ
う
に
な
り
、
阪

神
工
業
地
帯
の
一

角
と
し
て
転
換
し

は
じ
め
る
が
、
そ

の
よ
う
な
時
代
の

一
八
七
〇
（
明
治

三
）
年
に
堺
の
下

東
京
大
学
名
誉
教
授　

月
尾
嘉
男

【
連
載
】『
凛
々
た
る
人
生
』

   　

─ 

志
を
貫
い
た
先
人
の
姿 

─

図 1『王将』のレコード（1961）

図 2 仁徳天皇陵墓

［
第
十
八
回
］
将
棋
一
筋
の
人
生
を
貫
徹
し
た  

坂
田
三
吉

坂田三吉（1870 -1946）

あ
の
手
こ
の
手
の　

思
案
を
胸
に

や
ぶ
れ
長
屋
で　

今
年
も
暮
れ
た

愚
痴
も
云
わ
ず
に　

女
房
の
小
春

つ
く
る
笑
顔
が　

い
ぢ
ら
し
い
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一
九
〇
三
（
明

治
三
六
）
年
に

な
っ
て
、
す
で

に
素
人
な
が
ら

四
段
の
実
力
と

さ
れ
て
い
た
坂

田
は
七
段
に
昇

格
し
て
い
た
関
根
と
二
枚
の「
香

き
ょ
う

落
ち
」と「
角か

く

落
ち
」

で
対
局
を
し
た
。
こ
の
対
局
の
棋
譜
は
保
存
さ
れ
て

お
り
、
一
勝
一
敗
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
局
を
契
機
に

坂
田
は
職
業
棋
士
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
当

日
、家
内
の
コ
ユ
ウ
（
演
歌
『
王
将
』
で
は
小
春
）（
図

５
）
に
決
意
を
伝
達
す
る
。
す
で
に
二
人
に
は
何
人

も
の
子
供
が
あ
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
坂
田
の
決
意

は
変
化
し
な
か
っ
た
。

　

無
職
の
坂
田
に
安
定
し
た
収
入
は
な
く
、
コ
ユ
ウ

が
子
供
を
背
負
っ
て
日
雇
い
仕
事
を
す
る
ギ
リ
ギ
リ

の
生
活
で
あ
っ
た
が
、
坂
田
は
頓
着
せ
ず
、
岡
山
で

将
棋
大
会
が
開
催

さ
れ
る
と
い
う
情

報
を
入
手
す
る
と
、

大
阪
よ
り
強
豪
が

存
在
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
期

待
か
ら
、
女
房
の
反
対
に
も
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
せ
ず
岡
山
へ
出
掛

け
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
演
歌
『
王
将
』
の
二

番
に
は
「
愚
痴
も
云
わ
ず
に
女
房
の
小
春
／
つ
く
る

笑
顔
が
い
ぢ
ら
し
い
」
と
い
う
歌
詞
が
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
綺
麗
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

　

コ
ユ
ウ
は
坂
田
が
長
年
思
慕
し
て
い
た
人
妻
で
あ

り
、
離
縁
し
た
時
期
に
坂
田
と
結
婚
し
た
。
二
人
に

は
四
男
三
女
が
誕
生
す
る
が
、
坂
田
に
は
ほ
と
ん
ど

収
入
が
な
い
た
め
コ
ユ
ウ
は
日
雇
い
仕
事
を
し
て
日

銭
を
確
保
す
る
が
、
そ
の
程
度
で
は
食
料
も
満
足
に

購
入
で
き
ず
極
貧
の
生
活
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
期
に

何
日
も
坂
田
か
ら
消
息
が
な
い
の
で
、
コ
ユ
ウ
は
子

町
の
極
貧
の
家
庭
に
誕
生
し
た
の
が
坂
田
三
吉
で
あ

る
。
父
親
は
草
履
を
製
造
す
る
職
人
で
、
三
吉
も
子

供
の
時
代
か
ら
家
業
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
江
戸
時

代
か
ら
の
下
町
の
風
景
に
登
場
す
る
よ
う
に
、
夕
方

に
な
る
と
長
屋
の
住
人
が
街
角
の
縁
台
で
素
人
将
棋

を
す
る
よ
う
な
環
境
で
あ
っ
た
（
図
３
）。

　

三
吉
も
縁
台
将
棋
に
参
加
す
る
が
、
学
校
教
育
の

機
会
も
な
か
っ
た

文
盲
の
た
め「
駒
」

の
文
字
も
理
解
で

き
ず
、
文
字
の
形

状
で
王
将
と
か
飛

車
を
識
別
し
動
作

も
暗
記
し
た
。
ま

さ
に
無
学
文
盲
の

草
履
職
人
で
近
所

で
も
目
立
た
な
い

子
供
で
あ
っ
た
が
、

何
故
か
将
棋
に
は
天
性
の
才
能
が
あ
り
、
評
判
の
腕

前
に
な
っ
た
。
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
大
阪

市
日
本
橋
の
履
物
問
屋
に
丁
稚
奉
公
を
す
る
が
、
将

棋
に
夢
中
に
な
っ
て
子
守
を
し
て
い
た
問
屋
の
子
供

に
怪
我
を
さ
せ
、
解
雇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

家
庭
に
頓
着
せ
ず
将
棋
に
熱
中

　

仕
方
な
く
出
戻
っ
た
堺
で
は
相
変
わ
ら
ず
家
業
の

草
履
製
造
を
手
伝
い
な
が
ら
将
棋
に
熱
中
す
る
状
態

で
あ
っ
た
が
、
素
人
と
し
て
は
相
当
の
腕
前
の
た
め

に
近
隣
で
は
次
第
に
評
判
に
な
り
、
一
八
九
一
（
明

治
二
四
）
年
に
当
時
は
四
段
（
一
九
二
一
年
に
一
三

世
名
人
）
で
あ
っ
た
職
業
棋
士
の
関
根
金
次
郎
（
図

４
）
と
市
内
の
有
名
な
料
亭
で
対
局
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
勝
負
は
坂
田
の
惨
敗
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
発
奮
し
、
ま
す
ま
す
将
棋
に
熱

中
し
て
い
っ
た
。

図
3 

明
治
時
代
の
堺

図
4 

関
根
金
次
郎
（1868-1946

）

図
5 

坂
田
コ
ユ
ウ
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当
時
は
関
西
と
東
京
の
棋
界
は
交
流
が
希
薄
で
あ

っ
た
が
、
坂
田
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
東
京

に
最
初
の
訪
問
を
し
、
築
地
倶
楽
部
に
お
い
て
歓
迎

対
局
が
開
催
さ
れ
、
関
根
八
段
の
「
香
落
ち
」
で
対

局
し
て
勝
利
し
て
い
る
。
こ
の
実
績
に
よ
り
坂
田
は

正
式
に
七
段
に
認
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
七
月
に
は
関

根
八
段
が
大
阪
を
訪
問
し
、
大
阪
朝
日
新
聞
主
催
に

よ
り
対
等
の
条
件
で
坂
田
と
対
局
し
て
坂
田
が
勝
利

し
て
い
る
。
翌
年
も
大
阪
で
関
根
八
段
と
対
局
し
た

が
、
今
回
は
敗
戦
で
あ
っ
た
。

将
棋
の
歴
史
で
最
高
の
勝
負

　

以
後
は
大
阪
だ
け
で
は
な
く
東
京
で
対
戦
す
る
機

会
も
あ
っ
た
が
、一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
「
東

京
将
棋
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
に
貢
献
し
た
大

崎
熊
雄
や
金こ

ん
や
す易

二じ
ろ
う郎

な
ど
何
人
か
の
関
東
の
棋
士

が
「
八
段
」
に
昇
段
し
て
一
気
に
人
数
が
増
加
し
た

た
め
、
関
西
で
も
伯
爵
で
第
一
生
命
保
険
の
初
代
社

長
に
な
る
柳
澤
保や

す
と
し恵

伯
爵
（
図
６
）
の
支
援
も
あ
り
、

翌
年
の
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
坂
田
は
「
名

人
」
と
い
う
称
号
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

大
恩
に
坂
田
は
生
涯
感
謝
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状

況
の
と
き
、
支
援

し
て
い
た
大
阪
朝

日
新
聞
と
金
銭
の

関
係
で
問
題
が
発

生
し
、
坂
田
の
大

阪
で
の
立
場
が
微

妙
に
な
っ
て
い
く
。さ
ら
に
一
九
三
六（
昭
和
一
一
）

年
に
な
っ
て
何
人
か
の
大
阪
の
棋
士
が
現
在
の
日
本

将
棋
連
盟
の
基
礎
と
な
る
将
棋
大
成
会
に
参
加
し
た

た
め
、
坂
田
は
孤
立
状
態
に
な
る
が
、
翌
年
に
な
っ

て
金
易
二
郎
が
仲
介
し
て
坂
田
も
将
棋
大
成
会
に
参

加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
日
本
の
将
棋
の
世

供
を
道
連
れ
に
鉄
道
自
殺
を
覚
悟
す
る
ま
で
に
な
る

が
、
事
情
を
理
解
で
き
な
い
子
供
の
可
愛
い
笑
顔
の

た
め
決
意
で
き
ず
餓
死
寸
前
の
状
態
で
帰
宅
し
た
。

　

帰
宅
し
た
長
屋
に
は
将
棋
大
会
か
ら
帰
宅
し
、
景

品
を
山
積
み
に
し
た
部
屋
に
坂
田
が
い
た
が
、
女
房

も
子
供
も
何
日
も
食
事
を
し
て
い
な
い
た
め
死
人
の

よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
坂
田
は
幽
霊
が
登
場
し
た
と

勘
違
い
し
「
堪
忍
し
て
く
れ
、
成
仏
し
て
く
れ
」
と

哀
願
す
る
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

坂
田
は
家
族
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
家
庭
に
も
気
配

り
を
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
将
棋
を
断
念
す
る
こ
と

は
な
く
、
依
然
と
し
て
各
地
へ
出
掛
け
て
将
棋
を
す

る
日
々
で
あ
っ
た
。

大
阪
と
東
京
の
棋
界
の
交
流

　

将
棋
の
実
力
は
次
第
に
世
間
の
評
判
と
な
り
、
坂

田
を
職
業
棋
士
に
し
て
や
り
た
い
と
支
援
す
る
人
々

も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
人
の
大
阪
の

会
社
社
長
の
加
納
樽
太
郎
が
坂
田
の
世
話
を
し
て
く

れ
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、一
九
〇
七
（
明
治
三
九
）

年
に
神
戸
新
聞
が
八
段
の
関
根
金
次
郎
、
小
菅
剣

之
介
、
井
上
義
雄
と
坂
田
の
四
人
の
対
局
を
企
画
し
、

当
時
は
六
段
程
度
の
実
力
と
さ
れ
た
坂
田
は
香
車
の

一
枚
を
落
と
し
た
「
香
落
ち
」
の
小
菅
と
対
戦
し
て

勝
利
し
、
次
第
に
有
名
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
は
大
阪
朝

日
新
聞
の
嘱し

ょ
く
た
く託

と
な
り
、
一
定
の
収
入
が
あ
っ
て
生

活
が
安
定
す
る
と
と
も
に
人
格
も
成
熟
し
て
い
く
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
実
績
を
背
景
に
、
一
九
一
〇

（
明
治
四
三
）
年
に
坂
田
が
中
心
と
な
っ
て
「
関
西

将
棋
研
究
会
」
が
発
足
し
、
こ
れ
を
契
機
に
坂
田
は

大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
に
「
自
分
は
七
段
の
実
力
が
あ

る
た
め
自
分
で
七
段
を
認
定
す
る
」
と
発
表
し
、
さ

ら
に
「
認
定
に
異
議
が
あ
れ
ば
何
時
で
も
手
合
わ
せ

を
す
る
」
と
宣
言
し
た
。

図
6 

柳
澤
保
恵
（1871-1936

）
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字
を
練
習
し
て
揮
毫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
と
き
も
メ
ニ
ュ
ー
の

文
字
が
理
解
で
き
な
い
の
で
、
他
人
の
テ
ー
ブ
ル
に

近
付
い
て
品
名
を
質
問
し
た
り
、
ボ
ー
イ
に
推
薦
す

る
料
理
を
質
問
し
た
り
し
て
選
定
し
て
い
た
。
子
供

の
時
代
か
ら
金
銭
で
苦
労
し
た
経
験
の
反
動
で
服
装

に
は
気
配
り
を
し
、い
つ
も
裏
地
に
は
「
馬
」
と
「
三
」

の
文
字
を
記
入
し
た
紋
付
の
羽
織
を
着
用
し
て
い
た
。

さ
ら
に
金
銭
で
苦
労
し
て
い
る
周
囲
の
人
々
や
若
手

の
棋
士
に
は
支
援
を
し
て
お
り
、
気
配
り
の
人じ

ん

士し

で

も
あ
っ
た
。

　

日
本
は
江
戸
時
代
に
も
武
士
階
級
は
藩
校
で
、
庶

民
階
級
は
寺
子
屋
で
初
等
教
育
を
享
受
し
て
お
り
世

界
有
数
の
教
育
国
家
で
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
以
後

は
国
家
が
教
育
制
度
を
整
備
し
、
現
在
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
諸
国
で
二
位
の
学
力
を

維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
坂
田
の
人
生
を
回
顧
し

て
み
る
と
、
一
般
の
基
準
で
は
無
学
で
あ
る
が
、
将

棋
の
世
界
で
は
突
出
し
た
ど
こ
ろ
か
日
本
最
高
の
能

力
を
発
揮
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
後
の
日
本
の
教
育

に
重
要
な
意
味
の
あ
る
特
徴
で
あ
る
。

　

世
界
規
模
で
情
報
社
会
が
進
行
し
て
い
る
が
、
情

報
の
最
大
の
価
値
は
相
互
に
相
違
す
る
こ
と
で
あ
る
。

同
一
の
内
容
の
情
報
が
社
会
に
氾
濫
し
て
も
重
要
な

意
味
は
な
い
。
日
本
は
江
戸
時
代
以
来
、
社
会
の
底

辺
を
底
上
げ
す
る
教
育
を
推
進
し
、
日
本
を
世
界
有

数
の
工
業
国
家
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
情
報

社
会
に
移
行
し
た
現
在
で
は
異
質
の
人
々
を
評
価
す

る
別
種
の
基
準
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点

か
ら
異
質
の
人
生
を
貫
徹
し
た
坂
田
三
吉
は
見
直
さ

れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
。

界
が
統
一
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

坂
田
が
連
盟
に

復
帰
し
た
こ
と
を

記
念
し
て
一
九
三

七（
昭
和
一
二
）年

二
月
に
「
南
禅
寺
の
決
戦
」
と
し
て
記
録
さ
れ
る
対

局
が
実
現
し
た
。
東
京
の
下
町
の
草
履
職
人
の
家
庭

に
誕
生
し
た
と
い
う
坂

田
と
似
通
っ
た
境
遇
の

三
二
歳
の
木
村
義
雄
（
図

７
）
と
す
で
に
六
七
歳
に

な
っ
て
い
た
坂
田
と
の

対
戦
で
あ
る
。
対
局
は

京
都
の
南
禅
寺
（
図
８
）

で
実
施
さ
れ
、
三
〇
時
間

と
い
う
異
例
の
持
ち
時

間
の
勝
負
で
先
手
の
木

村
が
勝
利
す
る
が
、「
三
七
〇
年
に
も
な
る
将
棋
の

歴
史
で
最
大
の
一
番
」
と
さ
れ
る
勝
負
で
あ
っ
た
。

情
報
社
会
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
人
物

　

坂
田
に
は
様
々
な
逸
話
が
あ
る
。
有
名
に
な
る
と

揮き

毫ご
う

を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
い
つ
も
揮
毫

す
る
の
は
「
馬
」
と
い
う
一
字
だ
け
で
あ
っ
た
（
図

９
）。
有
名
な
「
邑む

ら

に
不
学
な
戸
な
く
家
に
不
学
の

人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
」
で
開
始
さ
れ
る
学

制
が
発
布
さ
れ
た
の
が
、

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年

で
あ
り
、
そ
の
二
年
前
に

極
貧
の
家
庭
に
誕
生
し
た

坂
田
は
学
校
に
通
学
を
し

た
こ
と
の
な
い
無
学
で
あ

り
、
好
き
な
「
桂
馬
」
の

一
字
の
「
馬
」
の
み
の
習

つ
き
お 

よ
し
お

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。
名
古

屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
、
総
務
省
総
務
審
議
官
な
ど
を
経
て

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
通
信
政
策
、
仮
想
現
実
。
趣
味
は
カ

ヤ
ッ
ク
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
。
著
書
は
『
縮
小
文
明
の
展

望
』『
先
住
民
族
の
叡
智
』『
転
換
日
本
』『
凛
々
た
る
人
生
』『
爽
快

な
る
人
生
』『
意
志
あ
る
人
生
』
な
ど
多
数
。

図
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木
村
義
雄
（1905-86

）
図
8 

南
禅
寺（
京
都
市
左
京
区
）

図
9 

坂
田
の
揮
毫
し
た
色
紙


